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研究成果の概要：古典的な方式であるが、パターン変換型の機械翻訳エンジンを構築し中国語
を始めベトナム語、シンハラ語、さらに日本の手話への機械翻訳システム jawを試作した。C++
言語のオブジェクトのパラダイムを利用した相手言語の“表現構造”を介する翻訳方式が特徴
である。また、jaw において用いる日本語解析システムとして、文節構造解析に基づく解析シ
ステム ibukiCを開発した。 
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１．研究開始当初の背景 
機械翻訳の技術はこれまで長年に渡って多
くの研究がなされ発展してきた。今日では使
い方を工夫すれば有効に利用できると評価
される翻訳ソフトがいくつも市販されてい
る。しかし、たとえば技術文書やビジネス文
書などに一般的に使用できるレベルが達成
されているわけではなく、完成・成熟した技
術と言うにはまだはるかに遠いというのが
実情である。一方で翻訳の需要は、インター
ネット・通信技術の飛躍的な進歩によってま
すます大きくなってきている。また、英語を
中心とするメジャーな言語の間だけでなく、
たとえばベトナム語やモンゴル語などいわ

ゆるマイナーとされる言語も含めた言語処
理研究、対照言語的研究、機械翻訳研究の意
義・重要性も高まってくるのも必然の流れと
いうべきである。IT技術の進歩、言語処理研
究の蓄積を踏まえ、今日の時点での機械翻訳
研究の重要性と可能性は大きい。 
 ところで現在の機械翻訳の研究の主流は、
大規模コーパスに基づく統計的手法あるい
は用例ベースの手法である。これは電子化さ
れた大規模な言語資料が利用できるように
なってきたことによるものであり、探求すべ
き重要な手法である。しかし本課題の申請者
らは、統計的な手法は限定された処理の場面
では有効であるが、それだけでは言語の全般
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を捉えていくのには無理があると予測して
いる。言語の表層のみに注目するいわば力ず
くの方法だけでは、言語の全般を捉えていく
のは困難であり、深い言語知識に基づいた言
語処理の規則、機械翻訳の規則を探求するい
わば古典的な方法を併せていくことがやは
り必要であると考える。またそもそも大規模
な電子化対訳コーパスは未だ存在しない。英
語を一方の言語とする対訳コーパスは分野
によってはある程度の規模で存在するが、全
般的な分野に対して十分な量が存在すると
は言えない。ましてベトナム語やシンハラ語
などアジアの諸言語については対訳コーパ
スはほとんど存在せず統計的手法の適用は
不可能と言わざるを得ない。 
 我々は、これまでに日本語からいろいろの
言語に翻訳することのできる機械翻訳エン
ジンを設計・開発し、日本語から中国語、ベ
トナム語、シンハラ語、ミャンマー語などア
ジアの言語への機械翻訳システムを試作し
てきた[2006,S.Thelijagoda,  et al.][2006, 
N.M.Chau, ほか][2005, Z.BU, et al.][2005, 
ト, ほか][2004, 謝, ほか]｛その他, 6 ペー
ジの研究業績リスト参照｝。また、このエン
ジンを用いて手話テキストへの翻訳にも挑
戦 し て い る [2006, 松 本 , ほ か ]2005, 
Tadahiro Matsumoto, et al.]。 
この翻訳エンジンは、原言語（＝日本語）を
パターン翻訳規則と照合し相手言語の“表現
構造”に変換する。“表現構造”は、相手言
語での表現を生成するために必要な言語表
現の部品や生成のために必要な各種の情報
を集積しているもので、実装には C++のオブ
ジェクトをそのまま用いている。助詞･助動
詞あるいは複合機能語などの機能語は日本
語で重要な役割を果たしているが、その翻訳
についてはパターン翻訳とは別の規則で“表
現構造”上に必要な情報を書き込む。相手言
語の文は、このオブジェクト上に集積されて
いる情報を線状に組み起こして作成する。実
装には C++のクラスメソッドを用いている
（線状化関数と称している）。“表現構造”へ
の変換の過程に“深い言語知識”から導かれ
る翻訳規則が組み込まれ、線状化関数に相手
言語の言語知識が組み込まれる。このように
“表現構造”を介しての翻訳が我々のシステ
ムの特徴である。 
 
 
２．研究の目的 
これまでに、以上述べた翻訳エンジンと翻訳
規則を記述するためのエディター等を開発
し、前述したアジアのいくつかの言語への翻
訳システムを、それぞれの国からの留学生と
の協同で試作してきており、本手法の有効性
についての見通しは得られている。本研究で
は、中国語への翻訳システムや手話への翻訳、

また機械翻訳に必要な日本語文の解析シス
テムなど、これまでに取り組んできた研究の
成果を発展させることを目的とした。 
日中翻訳に関しては、これまでに連体埋め込
み表現、取立て詞による表現、テンス・アス
ペクトに関する表現などについての翻訳規
則について研究してきた。この研究期間であ
る 3年の間に、これらをさらに発展させて以
下の内容を目標として、大学院博士課程留学
生や日本人修士学生らとともに研究を進め
ることとした。 
(1) これまでに設計してきたこれらの表現の

翻訳規則についての見直し・整理を行い、
またシステムへの実装が不十分であっ
た部分についての実装を行う。これによ
ってさらに問題点の発掘、翻訳規則の精
緻化を進める。 

(2) 存在表現、使役表現、授受表現等につい
て分析し、翻訳規則の設計･実装を行う。 

(3) 接続表現、埋め込み表現などを含むさま
ざまの文種の表現 1000 例文程度を収集
し、システム上に翻訳規則を実装して、
問題点の発掘･分析を行い、試作システム
を拡張する。 

 
 日本語の言語表現において、機能語（助詞、
助動詞、複合機能語など）の果たす役割は本
質的に大きく、機械翻訳においてもその扱い
は重要である。従来、これら機能表現に関わ
る部分の翻訳手法は十分には研究されてき
ていない。我々は、これまでに長単位の機能
語約２万語を収集し、それに基づく文節構造
解析システムを開発してきた。本研究では、
この２万語の分析を深化し、解析システムの
整備を行う。またその中国語への翻訳規則に
ついて分析する。 
(4) 機能語と本動詞の識別が必要となる表現
｛たとえば「を通して」｝の収集およびそ
れを識別するための共起表現の収集 

(5) 長単位機能語辞書の整備｛時制、判断、
接続など機能要素への分割、標準表現へ
の換言など｝ 

(6) 中国語へ翻訳するための規則の設計･実
装 

 
 以上のほか手話に関す自然言語処理の研究
も行う。手話も日本語や中国語と同じく“言
語”である。本研究では、手話に関する自然
言語処理の研究の一環として、日本語から手
話への機械翻訳の研究も行う。 
(7) 我々が提案している手話の表記法

(jjs-notation)を用いて、日本語から手話テ
キストへの機械翻訳について研究する。
これまで手話文字システム(JSPad)を含
む手話に関する研究を行ってきている松
本助教と学生達との共同で研究を進める。 

 



３．研究の方法 
図１は我々が開発している翻訳エンジンの
概要である。日本語文の分析、表現パターン
翻訳規則との照合による変換と、変換によっ
て作り出された目的言語の内部表現（我々は

目的言語の“表現構造”と呼んでいる）から
の目的言語の生成（我々は表現構造からの線
状化と呼んでいる）というトランスファー方
式の枠組みである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1．翻訳エンジンの構成 
 
 
 
(1) 入力日本語文の解析システムの整備を進
める。文節構造解析システムの長単位機
能語辞書を整備し精度の向上を図る。機
能語と本動詞の曖昧性除去のための共起
表現情報を収集し、システムに実装する。 

(2) 構文解析システムについては、変換規則
のパターン照合と整合するように、解析シ
ステムの細部の設計･プログラミングを行
い、規則辞書の整備を行う。 

(3) 変換・生成部分のシステム、および翻訳
規則エディターのブラッシュアップを進
める。 

(4) 日中翻訳におけるテンス･アスペクト、取
立て詞の翻訳規則を整理･見直し。実装す
る。 
中国語の文型を分析し、線状化関数の整
理･見直しを行う。 

(5) 存在文の日中対応に関する言語的分析を
行い、翻訳規則を設計し実装する。 

(6) 副詞、接続詞、機能語の日中対応に関す
る言語的分析を行い、翻訳規則を設計し
実装する。 

(7) 入手できる日英対訳コーパスなどから、
接続表現、埋め込み表現などを含むさま
ざまの文種の表現 300例文程度を収集し、
日中翻訳の実験を行う。問題点を発掘し
分析する。 

 
日本語の解析に関わる部分は日本人大学院
生の協力を得て行う。変換部分は日本人大学
院生と留学生（修士および博士）との協同で

行う。相手言語生成の部分は留学生（博士）
が中心になって行う。研究代表者（池田）は
全体の設計、統括、言語知識の分析を行う。
研究分担者（松本）は、パターン翻訳規則、
生成関数の実装に関わるシステム面の整備
を分担する。 
 
 
４．研究成果 
(1) 我々が開発してきたパターン変換型機械
翻訳システム jaw で用いている日本語解
析システム ibukiCの側で、機能語部分の
解析を機能文節の概念に基づく方法に改
版した。 ibukiC については、辞書など
この他の点についても整備を進め、研究
室のホームページで公開した。 
また機械翻訳エンジン jaw の側でもこれ
に対応する形に改版し、jaw/Chineseにお
いて機能表現に関する翻訳規則を実装し
て翻訳実験を行い、改版による翻訳規則
を柔軟に記述出来ることに関する効果を
確認した。 

 
(2) 日中機械翻訳システムについては、存在
表現軽動詞構造表現について分析し、翻
訳手法・翻訳規則を提案した。また、使
役・授受表現に関して機械翻訳の観点か
らの日中間の日中間の表現の対応につい
て分析を深め、機械翻訳規則としてまと
めた。 

 

文節構造解析 
係り受け解析 

 

日本語の入力文 

日本語の構文木構造 
(IT: Input Tree) 

目的言語の翻訳文 

翻訳規則の木構造 
(TT: Transfer Tree) 

目的言語の表現構造 
(ET: Expression Tree) 

パターン照合 
変換 

翻訳規則 
を適用 

生成/線状化

用言後接機
能語情報 

翻訳知識ベース 

(表現パターン-翻訳規則) 

(機能語-翻訳規則) 



(3) 機械翻訳エンジン jawについては照合ア
ルゴリズム、多階層の係り受けを含むパ
ターンの処理、機能文節に関する翻訳規
則の処理などについての開発を行った。 

 
(4) 日本語文の解析に関して、これまでに主
として整備してきた硬い下記言葉を中心
とする辞書項目に加え、日常語文を解析
するための辞書の整備を行った。 
表記ゆれを含む文を解析するための方式
の開発、誤り箇所推定処理方式の開発、
係り受け解析の曖昧さを絞り込む方式の
開発なども行った。 

  ibukiC の係り受け解析では、係り受けの
曖昧さを許す（複数の係りを許す）形で
の解析を行っているが、本年度は受けの
側の格構造を利用して複数の係りを絞り
込むことに関する研究を行い成果を得た。 
表記のゆれを含む文を解析するための方
策について考察し ibukiCに実験的に実装
した。表記ゆれを含む文の解析は出来る
ようにはなったが、処理時間のさらなる
短縮が今後の課題である。 
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